
    

    
  

 ひきこもりへの支援は少しずつ広がりを見せ、京都府では社会参加に向けた支援・制度の充実や、

地域の支援団体による多様な支援の取り組みが行われています。その一方で、京都府のひきこもり実

態調査（昨年 11月に公表）では 10年以上のひきこもりが 28.4％と最も多く、ひきこもりの長期化・

高年齢化が大きな課題となっています。 

 今回の研修会では、ひきこもりの支援従事者に加えて、ひきこもりの方のご家族やひきこもりに関

心がある方など、幅広い方に参加していただき、この「ひきこもりの長期化・高年齢化」について考

える機会としていただきたいと思います。ぜひご参加ください。 

 

※ 本研修会は、これまで毎年開催していた「ひきこもり相談支援者従事者研修会」の対象を 

拡大して行うものです。 

 

◇対象者：ひきこもりの当事者、家族、支援機関・団体・行政職員、その他関心のある方 

◇定員 ：１００名 ※申し込み多数の場合は先着順となります。 

 

◇申し込み：参加をご希望の方は、３月２日（金）までに裏面の参加申込書を 

Fax で送付いただくか、裏面の必要事項をメールで送付ください。 

【メール送付先：team-kizuna@pref.kyoto.lg.jp】 

 

◇主催：京都府脱ひきこもり支援センター 

◇共催：京都府青少年の社会的ひきこもり支援ネットワーク連絡会議  

（事務局：京都府府民生活部青少年課） 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 京都府脱ひきこもり支援センター 

（京都府家庭支援総合センター 相談・判定課 ひきこもり支援担当）  

 ＴＥＬ：０７５－５３１－６５４０  ＦＡＸ：０７５－５３１－９６１０ 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

mailto:team-kizuna@pref.kyoto.lg.jp】


 
平成 2９年度 ひきこもりの家族・支援者研修会 参加申込書 

下記の項目を記入し、Fax またはメールでお送りください 

＜FAX 075-531-9610＞＜メール team-kizuna@pref.kyoto.lg.jp＞ 

 

                                平成 30年  月  日 

 

･講師プロフィール 

河瀬 雅紀  

京都ノートルダム女子大学現代人間学部 心理学科教授、医学博士 

京都府精神保健福祉総合センター所長、京都府立医科大学精神医学教室助教授を経て平成１６年より

京都ノートルダム女子大学に着任。平成 19 年より京都府ひきこもり支援情報ポータルサイトのメール相談

事業に携わる。ひきこもり当事者および家族に対して、インターネット等を利用した実践的支援と研究を行

っている。 

 

薮内 美樹   

FP オフィス life*colors 代表、ファイナンシャルプランナー、働けない子どものお金を考える会メンバー 

５年間の独立系ＦＰ会社を経て、2005 年に独立。 

家計、住宅、保険、教育資金・老後資金やシニアの住み替えを中心に、講演や個別相談を行う。 

また、ひきこもりや障がいを持つ子どもの家族の家計を考えるファイナンシャルプランナーの集まりである

「働けない子どものお金を考える会」のメンバーとして相談や講演等を行っている。 

 

会場案内図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

※御来場の際は公共交通機関をご利用ください 

氏  名 
お住まいの市区町村、 

または所属機関 

電話番号 
職種（支援者の方） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

ルビノ京都堀川 

〒602-8056 

 京都府京都市上京区東堀川通下長者町下ル 3-7 

Tel：075-432-6161 

 

京都市バスをご利用の場合 

・JR 京都駅より 9・50 番 ・京阪三条駅より 12 番 

・二条城前・四条堀川より 9・12・50・67 番で 

「堀川下長者町」下車  

京都市営地下鉄をご利用の場合 

烏丸線「丸太町」下車 徒歩約 15 分 

  


